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2１ 
『エデンの東』におけるサミユエルの研究
当麻幸子
『エデンの東』（E`ZStq/Ｅｔｊｂ"）（1952）は，ジョン・スタインベック（John
Steinbeck）が全身全霊を傾けて執筆した作品である。彼は，まだ構想を練っ
ている段階から，
．．、ｍｏｒｅａｎｄｍｏｒｅｌｓｅｅｔｈａｔｔｈｉｓｂｏｏｋｉｓｔｈｅｂｏｏｋａｎｄｉｔｈａｓｔｏ
ｂｅｄｏｎｅｂｙｍｅ．．、itcertainlywillbethelargestandmostimpor‐
ｔａｎｔｗｏｒｋｌｈａｖｅｏｒｍａｙｂｅｗｉｌｌｄｏ．．．、Ｉｗａｎｔａｌｌｍｙｍａｔｅｒｉａｌｔｏ
ｂｅｒｉｇｈｔａｎｄcorrectjll 
と考え，また，
Ｉｔｉｓｗｈａｔｌｈａｖｅｂｅｅｎｐｒａｃｔｉｃｉｎｇｔｏｗrｉｔｅａｌｌｏ（ｍｙｌｉ(e、Every‐
thingelsehasbeentraining．．．、Ｉｔｉｓｇｏｉｎｇｔｏｂｅｔｈｅｂｅｓｔｔｈａｔｌ
ｈａｖｅｌearnedandalotthatIhaveneverevenindicated．．、I
wouldn，ｔｃａｒｅｉ（ｉｌｔｏｏｋａｌｌｏｆｔｈｅｒｅｓｔｏ（ｍｙｌｉｆｅｉｆｌｇｏｔｉｔｄｏｎｅ 
（２） Ｉｔｉｓｇｏｉｎｇｔｏｔａｋｅｅｎｏｒｍｏｕｓｅｎｅｒｇｙ． 
とも述べている。
もともとこの作品は，スタインベックが２人の息子に，母方の先祖，ハミル
トン（Hamilton）家の歴史を伝えるために書かれる予定であり，彼はパスカ
ル・コヴィチ（PascalCovici）に宛てた手紙の中で，“I、（actallo（the
Hamiltonstoriesarelrue"'３１と語っている。しかし，創作の途中で，フィク
ションの部分の比重が大きくなったため，スタインベックは最初の計画を変更
しなければならなかった。それでもなお，彼はハミルトン家の人間を作品に絡
ませたのである。
このことについて，ピーター・リスカ（PeterLisca）は，
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Steinbecksimplyshihsbackand（orthbetweentheTrasksand 
theHamiltonswithnoapparentpurposeormethod,ａｎｄｈｉｓｅｆｆｏｒｔｓ 
ｔｏｋｅｅｐｔｈｅｔｗｏｓｔｏｒｉesabreastresultinmanyawkward｛lashbacks 
andlacunae 
Someoftheseanecdotes、ｓｕｃｈａｓｔｈｅｄｅａｔｈｏｆＤｅｓｓｉｅ，the
suicideofTom，ａｎｄOlive,sairplaneride，areinterestinginthem‐ 
selvesbutatnopointdotheycontributetosomegreaterpurpose, 
andtheyremainessentiallydistractingandunintegrated 
fragments.(ｲﾄ 
と述べている。
確かに，ハミルトン家の人間でトラスク（Trask）家と関わりを持つのはサ
ミュエル（Samuel）とウイル（Will）だけで，残りの人物は，本筋とはあま
り関係のない独立したエピソードの中で登場するに過ぎない。
しかし，それでもなおサミュエルは印象深い。彼がトラスク家と接触するの
はわずかに４回だけであるにもかかわらず，彼は単にハミルトン家の人間，実
在の人間という枠を超えて，作品全体に影響を及ぼしているのである。
そこで，サミュエルがこの作品でどのような役割を果たしているか考察し，
スタインベックは彼を通して何を描こうとしたのか，論じてみたい。そして，
『エデンの東』のテーマを探ることにする。
サミュエルがトラスク家の人間と関わるのは，アダム（Adam）が自分の土
地に井戸掘りを依頼してからである。第１５章では，井戸掘りを計画するにあた
って，２人の間にいろいろな会話がなされる。サミュエルは井戸掘りの名人
で，過去に多数の井戸を掘り当てており，今回もアダムのために井戸を掘るこ
とを承諾する。
しかし，ここで「井戸掘り」が意味していることは，単純に文字通り井戸を
掘ることにとどまっているのだろうか。著者は，この言葉の裏に，何か特別な
意味を持たせてはいないだろうか。
そこで，スタインベック文学と関わりの深い聖書では，井戸はどのように扱
われているか，見てみよう。
はじめに，井戸とは水を得るために掘られるものだから，その水について考
察したい。まず，“Andariverwentouto（Edentowaterthegarden，，
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(GBｿT…,２:１０）というように，水無しでは肥沃な大地は考えられない。そし
て，土地が乾燥し，雨が少ないところでは，水は大変貴重なものであるから，
水の発見は祝われるべきことである。
l6Andfromthencethey［thechildrenofIsrael］wenttoBeer： 
ｔｈａｔｉｓｔｈｅｗｅｌｌｗｈｅｒｅｏＩｔｈｅＬＯＲＤｓｐakeuntoMoses，Gatherthe 
peopletogether,ａｎｄｌｗｉｌｌｇｉｖｅｔｈｅｍｗａｔｅＬ 
ｌ７ＴｈｅｎＩｓｒaelsangthissong，Springup，Owell；ｓｉｎｇｙｅｕｎｔｏ 
ｉｔ： 
l8Theprincesdiggedthewell，thenoblesofthepeopledigged 
it,ｂｙｔｈｅｄｉｒectionofthelaw-giver,withtheirstaves．（ﾊﾙ`ｍ6’'９s， 
2116-18） 
そして，水は祝福の象徴となる。
２Ｈｅ［theLord］ｍakethmetoliedownmgreenpastures:he 
leadethmebesidethestiUwaters、
３Herestorethmysoul:．．．（RsaJm,２３:2-3） 
これらの記述からわかるように，水は物質的にも精神的にも非常に大切なも
ので，それを得るために井戸が掘られたのである。そして，井戸掘りは容易な
ことではなかったため，泉と同様，大変貴重なものとみなされた。さらに，
"Afountainofgardens，awelloflivingwaters，andstreamsfromLeba‐ 
non.，,（〃ｅＳｂｌ２ｇｑ／ＳｂＺｏｍｏ"'４:１５）という記述や，“Thereforewithjoy
shallyedrawwaterouto{thewellsofsalvation.”（ISamh,12:3）という記
述から，水の豊富な井戸は，至上の美と幸福にたとえられることがわかる。
スタインベック文学は，そもそも水と切っても切れない関係にある。『二十
日鼠と人間』（q/ＭＩｃｗｍﾉﾊい）（1937）でも，『赤い小馬』（mheRez/PblJJ）
(1937）でも，『怒りの葡萄』mieGmpesけＷｍｔＡ）（1938）でも，『真珠』
(ｍｈ２Ｐｂａ７Ｄ（1947）でも，重要な場面では必ずといっていいほど，スタイン
ベックは水を小道具に使う。それは川の水であったり，泉の水であったりする
が，いずれにしても，自然に湧き出，流れているものである。彼自身がいつで
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も水辺に住みたがったことからも察しがつくように，彼にとって，水とは精神
を癒すものであり，生きていることを実感させるものでもあった(5)。
これらのことを踏まえると，『エデンの刺で井戸を掘るという行為は，文
字通り以上の意味を秘めていることは明らかである。そして，川や泉は初めか
らそこにあり，自然に水が湧き出ているのに対し，井戸は人間の力で掘って水
を出さなければならないという点は，見逃してはならない。つまり，井戸の水
は人間の営為功績によって初めて得られるということである。川や泉を発見す
ることも，たやすいことではないかもしれないが，水脈を発見し，井戸を掘り
当てるということは，さらに困難な仕事といえよう。井戸を掘るという行為に
は，自らの力で大切なもの，必要なものを勝ち取ろうとする，人間の前向きな
意志が不可欠であり，初めからあるものに頼るより，ずっとエネルギーが要
る。
このように考えると，スタインベックは，井戸を掘ろうとする人間を，何か
にすがろうとする無力な存在としてとらえているのではなく，努力によって自
ら道を切り開いていこうとする存在としてとらえていることがわかる。井戸を
掘って水を得るということは，人間が自分にとって大切なもの，なくてはなら
ないものを，自分の力で手に入れるということなのである。そして，その仕事
を買って出るサミュエルは，注目に値する人物といえる。
しかも，サミュエルは，ただ闇雲に井戸を掘っているわけではない。アダム
が自分の理想，夢の世界にうっとりとしていて現実が全く見えていないのに対
し，サミュエルは，現実がもたらすかもしれない危険性にも気付いている。
Ｉ[Samuel］shouldwarnyou[Adam］tolookcloseruntilyoucan 
seehowuglyit［whatAdamdreams］reallyｉｓ．．、Andlshould
straightenoutyourtangledthoughts，ｓｈｏｗｙｏｕｔｈａｔｔｈｅｉｍｐｕｌｓｅｉｓ 
ｇｒａｙａｓｌｅａｄａｎｄｒｏｔｔｅｎａｓａｄｅａｄｃｏｗｉｎｗｅｔweather.(6) 
このように，サミュエルはアダムに警告を与え，（もっとも，アダムの耳に
はこの警告は届かなかったのであるが）その上でなお，必ず井戸を掘り当てる
ことを約束するのである。ここに，サミュエルという人間の大きさを感じるこ
とができる。
しかし，lllH風満帆に全てのことがはこぶわけはなく，サミュエルが井戸を掘
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り当てるまでにもやはり困難が待ち轍えている。というのは，第１７章で，サミ
ュエルは地面を掘るうちに地中に埋まっている限石にぶつかり，井戸掘り機の
歯がこぼれてしまうのである。
このため，サミュエルは一時仕事を中断しなければならなくなる。そこで今
度は，彼が|墳石を掘り当ててしまったことの意味を考えてみたい。
限石については，ピーター・リスカが"theburiedmeteorite（fallingstar，
henceLucifer)"ｉ７ｊと述べているが，もう少しこの限石について掘り下げてみ
よう。
まず，Luci(ｅｒとは，ラテン語で「明けの明星｣，「光をもたらす者」という
意味であり，夜明けの星々の中でただ１つ神と肩を並べようとするものであ
る(職)。
次に，聖書においては，このLuciferは，“Hｏｗａｒｔｔｈｏｕfallenfrom
heaven,OLuci{er,ｓｏｎｏ(themoming1，，（ISajZzh,１４:12）と記述されている。
” また，イエスの言葉には，“IbeheldSatanaslightningfallfromheaven
(L"髭１０:18）というものがある。よって，Luci(erは堕落以前のSatanの名
だと考えられ，それゆえ堕天使をも意味するようになる。
これらのことを考慮に入れると，サミュエルが水の代わりに限石を掘り当て
てしまったのは，単なるエピソードではないことは明らかである。それは，大
切なもの，必要なものを手に入れるのは難しいというばかりではなく，この小
説ではその後不吉なことが起こるかもしれないということをも暗示しているの
である。
したがって，サミュエルが限石を掘り当てたのと同じ日に，キヤシー
(Cathy）が双子を出産するのも，ただの偶然では決してない。全ては著者の
注意深い計算によるものである。よって，スタインベックがコヴイチに`Do
youlikethestoryofthemeteor?"''1と尋ねるとき，彼はただ表面的にそのエ
ピソードが好きかどうか尋ねているのではなく，その裏側に隠されているもの
についてどう思うか，尋ねているとみるべきであろう。つまり，その後に起こ
る問題のきっかけとなるものとして，隈石の話をどう思うか尋ねているのであ
る。
実際，限石が不吉な予感を与えた通り，キャシーの出産は波乱に満ちたもの
であった。彼女は人間というより，まるで蛇のようであり，赤ん坊を取り上げ
ようとしたサミュエルの手に噛み付き，深い傷を負わせてしまう。そして，彼
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はり一（Lee）共々この家に恐ろしいことが起ころうとしているのを感じるの
である。
さらに，サミュエルが手の傷の手当てを終え，ようやく－段落着いて外に出
ると，空には宵の明星が輝いている。“Theeveningstarwassobrightthat
iｔｓｅｅｍｅｄｔｏｆｌａｒｅａｎｄｃｒｕｍｐｌｅａｓｉｔｓａnktowardthewestemmountains.'， 
(p､259） 
聖書には，「宵の明星」の記述はない。しかし，「明けの明星｣，すなわち
Lucifer，と同じ星が空に輝いているということ，また，「宵の明星」自体には
｢闇をもたらす者」という意味がある'､』ことを考慮に入れると，この場面も単
なる情景描写とは考えにくい。やはり，前途は多難であるということを暗示し
ているといえよう。
事実，この後キャシーは自分が産んだ双子には何の愛情も感じることなく，
アダムを撃って逃げ，そのショックからアダムは廃人同様になってしまう。そ
してその後も，まだまだ問題は続いていくのである。
しかし，このように厳しい現実から，サミュエルは一度も目を反らさない。
それらのことはサミュエルには何の責任もないにもかかわらず，彼はアダムと
共にある。まるで抜け殻のようになってしまったアダムを訪れ，“Ithought
l，dbettergetbacktothewells.”（ｐ283）と話しかけ，無気力のアダムに
"Actoutbeingalive,likeaplay、Andafterawhile，ａｌｏｎｇwhile，itwill
betrue.,,（ｐ283）と助言を与え，さらに，“Don，tthinkit［thegardeno｛
Eden］willeverdie…Don，texpectit…．Itellyouitwon,teverdie 
untilyoudo.,,（p､358）と説くのである。
サミュエルは，アダムがもう井戸は必要ないと言ったからといって，そのま
ま去っていってしまわない。彼は，文字通りの井戸掘り職人としてのみ存在す
るのではなく，心の井戸に水を満たすために，つまり，人間にとってかけがえ
のないものを，地中深くから掘り起こして，瑞々しさを与えるために存在して
いる。彼は，アダムを導く者として描かれているのである。
とはいっても，サミュエルも神ではなく，一人の人間である。よって，彼に
も人間の弱さがある。この，弱い，陰の部分があるからこそ，彼は深みのある
キャラクターとして印象に残るのであろう。もし，彼がただ強く，暹し〈，輝
かしく，常にリーダーシップをとるだけの人物であれば，彼はもっと面白味の
ない人間になってしまったに違いない。
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そこで今度は，サミュエルの弱さについて考え，彼がそれにどのように対処
するのか見てみよう。そして，彼がどのような人物であるか，また，この作品
にどのような影響を与えているか，考察したい。
娘のユナ（Una）が死んでしまうと，サミュエルはそのショックからなかな
か立ち直れずに，老人になってしまう。そんな彼を子供たちは見るに見かね
て，皆で面倒をみようと計画を立てる。彼らはそれとなく計画を実行に移すつ
もりだったのだが，サミュエルはその計画に気付いてしまう。そのときの彼の
様子は，次の通りである。“Therewasthesardoniclookonhiｓｆａｃｅｈｉｓ
{amilyknewsowell-thejokeonhimselfthatmadehimlaughinward‐ 
ly.,，（ｐ378） 
このサミュエルの表情から，彼の寂しさや悲しさを読み取ることができる。
それは，娘が死んでしまったことに対する寂しさや悲しさではない。周りの者
に自分が老いたと思われていることに気付いてしまった寂しさ，悲しさであ
り，また，実際自分自身も老いたと実感してしまった寂しさ，悲しさである。
しかし，彼が真の強さを発揮するのは，まさにこのときなのである。長年暮
らした土地を離れる決心を固めると，彼は近所の人に一人一人別れのあいさつ
をしに行く。そのときの彼の態度は，とても決然としていて潔い゜
PlaceswereveryimportanttoSamueLTheranchwasarelative， 
ａｎｄｗｈｅｎｈｅｌｅｆｔｉｔｈｅｐｌｕｎｇｅｄａｋnifeintoadarlingButhaving 
madｅｕｐｈｉｓｍｉｎｄ，ＳａｍｕｅｌｓｅｔａｂｏｕｔｄｏｉｎｇｉｔｗｅｌＬＨｅｍａｄｅｆｏｒ‐ 
malcallsonallolhisneighbors．．．、Ａｎｄｗｈｅｎｈｅｄｒｏｖｅａｗａｙ
(romhisoldfriendstheyknewtheywouldnotseehimagain， 
althｏｕｇｈｈｅｄｉｄｎｏｔｓａｙｉｔＨｅｔｏｏｋｔｏｇａｚｉｎgatthemountains 
andthetrees，evenatIaces，asthoughtomemorizethemfor 
eternity.（p､385） 
もし，人間が，一つの生命がこの世に誕生し，生きていくことを受け入れる
ことができるのであれば，その生命が老い，死を迎えるということも，生ある
ものの自然の成り行きとして，同じように受け入れていいはずである。老い
も，死も，本来悪いことではないのだから，否定する必要はないのである。
サミュエルが心を入れ替えるきっかけとなったのは，おそらく息子のトム
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(Tom）が彼に敬意を表して，内緒にしておくはずだった計画を打ち明けたこ
とである。しかし，結局サミュエルは誰の力も借りず，自分の力で現実を真正
面から受け止め，そしてそれにどう対処すべきか，自分の道を選ぶ。だから，
彼が自分の土地を離れ，子供たちの世話になる決心をしたのは，彼が諦めてし
まったということでは決してない。彼は自分のとるべき道を選び取ったのであ
る。
サミュエルは，かつては死を受け入れることができず，また信じることもで
きなかった。しかし，トムの真塾な態度に触れて，彼は何が変わっても，自分
は自分であり，自分の道を決めるのは自分しかいないと気付く。生命あるもの
はいつか果てるという自然の法則を素直に受け止めることができたとき，彼は
自らの死をどのように迎えるべきか，死が訪れるまでどのように過ごすべき
か，自分の道を選ぶのである。
言葉を変えれば，彼は`timshel，，‘thoumayesfを自らに行使したというこ
とである。『エデンの東」では，善と悪，愛と憎しみが表裏一体であるという
ことが)何度も繰り返されるが，ここでサミュエルが実感したように，人間の強
さと弱さ，若さと老い，生と死も，表裏一体である。そして，それらから何を
どのように選び取るかによって，人間の価値が決まるのである。
よって，サミュエルの雛That［totakearest］iswhatlhadtoaccept，
andIhaveaccepted”（Ｐ390）という言葉には，彼の考え方の推移が凝縮さ
れているといえよう。彼は，自分の残りの人生を捨ててしまったわけではな
い。心の整理をつけ，今後の道を決めたということである。
だからこそ，別れ際に，彼はアダムに影響を与えることができるのである。
彼は，キャシーを失った後いつまでも無気力なままのアダムの心を呼び覚ます
ことに成功する。また，改めて井戸掘りを手伝ってほしいというアダムの願い
を断りはするものの，“rUseeitinmymindwhenrminSalinas.．．．Ａｎｄ
mayberllgettobelieveithappened.”（ｐ391）と答え，アダムを励ます。
彼がアダムにキヤシーの居場所を告げたときでさえ，残酷なやり方ではある
が，彼はアダムに選択の権利を与え，道を示している。彼は，ただ盲目的に優
しい男ではない。しかし，一見冷酷ともとれる行動にでるときですら，彼はア
ダムを見捨てたわけではないのである。彼は常にアダムの一歩前を行き，アダ
ムを導いている。
サミュエルは、リーに語る。
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`Thoumayest.，ＩｔｔｏｏｋｍｅｂｙｔｈｅｔｈｒｏａｔａｎｄｓｈｏｏｋｍｅＡndwhen 
thedizzinesswasover,ａｐａｔｈｗａｓｏｐｅｎ，newandbright・Ａｎｄｍｙ
１ｉｆｅｗｈｉｃｈｉｓｅｎｄｉｎｇｓｅｅｍｓｔｏｂｅｇｏｉｎｇｏｎｔｏａｎｅｎｄｉｎｇｗｏｎｄｅｒｆｕｌ 
Ａｎｄｍｙｍｕｓｉｃｈａｓａｎｅｗｌａｓｔｍｅｌｏｄｙｌｉｋｅａｂｉｒｄｓｏｎｇｉｎｔｈｅｎｉｇｈｔ． 
(ｐ405） 
この言葉から，サミュエルは，選択の権利を自らに行使したことがわかる。
彼は，自分の選択が正しいと信じているし，そういう自分に満足してもいる。
そしてこの自信が，アダムを導くことになる。彼は，“Surelymostmenare
destroyed，butthereareotherswholikepillarｓｏ｛（ireguide（rightened 
menthroughthedarkness.”（ｐ405）と述べているが，彼こそまさに，“pil‐
larsoffire,,とＩ呼ぶに相応しい人物なのである。
この，サミュエルが別れを告げる場面で，夜空に星が輝いているのは，印象
的である。すなわち，その晩は，“ItwasoneofthosecleareaTlywmter
nightswhentheskyriotswithstarｓａｎｄｔｈｅｅａｒｔｈｓｅｅｍｓｄｏｕｂｌｙｄａｒｋｂｅ‐ 
causeofthem，'(p､399）であるけれども，“Ｔｈｅｏｌｄｍａｎ[Samuel］stroked
hisbeaTd,anditshoneverywhiteinthestarlight.”（ｐ404）という描写
や，“Ｈｅ［Lee］tumedandlookeda{terit,ａｎｄｏｎｔｈｅｓｌｏｐｅｈｅｓａｗｏｌｄ
Ｓａｍｕｅｌａｇａinstthesky,hiswhitehairshiningwithstarlight.（p､406）と
いう描写からわかるように，星々はサミュエルを照らす光なのである。
ここでの星は，天上に輝く星である。つまり，限石（すなわち(allingstar，
またはLucifer）ではない。よって，この場面では，キャシーが出産した日の
ような不吉な予感は感じられない。星たちは，サミュエルを遠くから見守るも
の，また，太陽のように強く，激しい光ではないが，優しく彼を照らすものと
して描かれている。それらは，彼を包み込み，枡幅しているかのようにも見え
る。
サミュエルが出てくるのは，この場面が最後である。彼が死ぬシーンは描か
れず，ただトムが電報を受け取るだけである。しかし，死後も彼は忘れ去られ
ない。折りに触れていろいろな人が彼のことを思い出し，,懐かしみ，そして彼
に導かれる。それは，リーが"Ｍａｙｂｅｂｏｔｈｏｆｕｓ［AdamandLee］ｈａｖｅｇｏｔ
ａｐｉｅｃｅｏｆｈｉｍ［Samuel］…Maybethat,swhatimmortaIityis.,,（ｐ435） 
と語る通りである。また，リーは，“Ｈｅ［Samuel］ｈａｄｓｏｍｕｃｈｈｅｗａｓｓｏ
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richYoucouldn，tgivehimanymore.，,（ｐ752）とも回想している。
このように，サミュエルは死後も周りの人々に影響を与え続けるのである
が，それは全てスタインベックの計算によるものである。著者がいかに気を遣
ってサミュエルを書き上げたかは，“Ｉｈｏｐｅｌａｍｇｏｉｎｇｔｏｓｈｏｗｙｏｕ
[Covici］Ｓａｍｕｅｌｉｎａｋｉｎｄｏ(goldenlighLthewaysuchamanshould 
beremembered."皿,や，‘`Ｉａｍｎｏｔｇｏｉｎｇｔｏｔａｋｅｔｈｅｒｅａｄｅｒｔｏｈｉｓ
[Samuel's］death．．、Iwillonlyreportitinthispart・Inthiswaylwill
keephimpartlyalive．．、Iｉｋｅｔｈｅｍｅｍｏｒｙｏ（ａman・''１囮や，”Iwant
Samueltogooutwithwonderandinterest.，,Ⅲ,という言葉からよくわかる。
さらに具体的な例としては，アダムがキヤシーと再会し，自分は自由になっ
たと感じる件を執筆するにあたって，スタインベックがコヴィチに語った言葉
を挙げることができる。
Ｄｉｄｙｏｕ（ｅｅｌｔｈａｔＳａｍｕｅｌｈａｄｇｏｔｉｎＩｏＡｄａｍａｎｄｗｏｕｌｄｌｉｖｅｉｎ 
ｈｉｍ？Ｄｉｄｙｏｕ（eeltherebirthinhim？shouldＩｍａｋｅｉｔｃｌｅａｒｅＴｏｒ 
ｗｅｒｅｙｏｕａｗａｒｅｏｆｉｔ？Mendochange,ｄｏlearn,ｄｏｇrow．Ｔｈａｔｉｓ 
ｗｈａｔＩｗａｎｔｔｏｇｅｔｉｎｔｏｔｈｅｌａｓｔ.【M）
以上のことから，スタインベックがどれほどサミュエルを重要視しているか
がわかる。しかし，彼は何故そこまでサミュエルに深い思い入れがあるのだろ
うか。
彼は，かなり早い時期に"Ｎｏｔｂｅｉｎｇｂｒａｖｅｌａｍｇｌａｄｗｈｅｎｌｃａｎｍａkea
bravepersonwhomlbelievein・畷，(胸と語っている。つまり，彼は自分の憧れ
を，サミュエルという形で表したのである。確かに，サミュエルは実在の人物
で，鍛冶屋であり，井戸掘り職人であり，発明家であった。しかし，『エデン
の刺では，それだけにとどまらない。スタインベックは，自分の理想の人物
として，サミュエルを創り上げたのである。
この作品を書くまでに，スタインベックには実にいろいろなことが起こっ
た。その中には，エド・リケッツ（EdRicketts）の死や，グウィン（Gwyn）
との離婚も含まれる。それらを乗り越えてこの作品を替き上げられたのは，イ
レイン（Elaine）のお陰でもあるが，彼自身，そうするだけの強さを望んで
いたのは本当だろうし，自分がどうあるべきか，理想の人間とはどういうもの
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なのか，相当考えたはずである。そうして生まれたの力訂，実在の人物を超えた
サミュエルというキャラクターだったのである。
ルイス・オーウェンズ(LouisOwens）は，‘Ｈｅ[Samuel]loomedgigan‐
tｉｃｉｎｔｈｅｎｏｖｅｌａｎｄｄｒａｇｇｅｄｈｉｓ（amilyalongwithhimef{ectivelydis‐ 
ruptingthenovel，ｓｗｏｒｋｉｎｇｏｕｔｏｆｔｈｅｔｗｉｎｃｅｎｔｒａｌｔｈｅmesoftheFall 
andRejection.,:Ⅱ`と述べている。確かにそれも一理ある。しかし，スタイン
ベックとしては，自分の理想の人物として，サミュエルを登場させずにはいら
れなかったのであろう。
スタインベックは，この作品の原稿を自ら彫り物を施した箱に入れ，コヴイ
チに贈ったが，そのときの手紙で，“Nearlyeverythinglhaveisinitandit
isnotfulL…AndstilltheboxisnotfulL"(、と述べている。それは，人間
の命は受け継がれ，人類の歴史はずっと続いていくから，どこまで書いても終
わりがないという意味でとらえることができる。また，それだけではなく，選
択の権利，自由意志を持っている人間の素晴らしさは，いくら称えても称えき
れないという意味であるとも考えられる。
そのように考えると，この作品は，周りの者を導いたサミュエルヘの讃歌で
あり，サミュエルに導かれて選択の権利，自由意志を受け継いだその他の登場
人物への讃歌であり，また，エド・リケッツの死やグウインとの離婚を含め，
幾多の苦難を乗り越えてきたスタインベックが，自分自身に向けた讃歌でもあ
る。
スタインベックがこの作品でサミュエルを通して伝えたかったこと，それ
は，人間はいかに素晴らしいものであるかということである。『エデンの繭
は，全ての人を称える物語なのである。
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